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１． はじめに 

今日、英単語の学習方法は多様化し、様々な方法が用いられている。しかし、実際

に効果のある学習方法とはどのようなものなのか。私たちは英単語の長期的な定着と

いう観点から、これを探ることにした。 

 

２． 調査内容 

（１） 被験者２４人を学力差が出ないよう、３つのグループ（Ａ,Ｂ,Ｃ）に分ける。 

（２） ２０個の英単語を、グループＡには単語とその日本語訳、グループＢには単語

が含まれるフレーズとその日本語訳、グループＣには単語が含まれる文章とそ

の日本語訳を用いて学習してもらう。 

（３） １週間後に１回目の確認テストを行う。 

（４） １回目の確認テストから２週間後、２回目の確認テストを行う。（尚、この間の

２週間は単語の勉強はしないものとする。） 

（５） 得点から見たグループごとの定着率を算出する。 

 

３． 仮説 

 １回目の確認テストでは短期記憶と覚えやすさの点から、英単語と日本語訳を１対

１で覚える方法で学習するグループＡが最も得点率が高く、２回目の単語テストでは

長期記憶とそれに影響する認知的負荷の点から、２０個という単語数に適度な認知的

負荷がかかると考えられる、フレーズで学習するグループＢが最も得点率が高くなる

と考えた。 

 

４． テスト結果 

 １回目の確認テストではグループＡ、グループＣ、グループＢの順に得点率が高く

なり、２回目の確認テストではグループＣの得点率が最も高く、続いてグループＡと

グループＢの得点率が同じであった。 

 得点差からみた英単語の定着率は文章で覚えたグループＣ、フレーズで覚えたグル

ープＢ、単語のみで覚えたグループＡの順に高くなった。 

 

 



 

 

 

  1 回目テスト平均 2 回目テスト平均 得点差 

単語（Ａ） 9.625 7.825 -1.8 

フレーズ（Ｂ） 8.875 7.875 -1 

文章（Ｃ） 9.375 9.125 -0.25 

 

図１テスト結果表 

 

 

５． 考察 

文章での英単語学習は単語・フレーズでの勉強に比べて時間がかかる。ま

た、文章を用いて学習する場合、単語を覚えるときにその単語が含まれてい

る全体の文章の構成も考えながら暗記しなければならないため、文章での暗

記では認知的負荷が３グループの中で最も高くなるため、長期記憶にとどま

り、定着率が最も高くなったのではないか。 

また、ｔ検定を行ったところ、単語で学習したグループＡの結果のみに有

意差があったため、単語のみの学習では、ほぼ必ず２回目のテストで得点が

落ちることが明らかになった。一方、有意差がみられなかったフレーズで学

習したグループＢと文章で学習したグループＣでは必ずしも２回目のテスト

で得点が落ちるとはいえず、得点の維持や向上もあり得ることがわかった。 

 

６． 課題 

 今回の調査では単語数が２０個と少なく、結果にもあまり差がみられなか

ったので、単語数を５０～６０個に増やし、変化を考察する必要がるのでは

ないか。 

 音声教材を暗記に用いた場合、どのような結果になるかについてさらに実

験を行いたい。 
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